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Ⅰ 電気化学バイオセンサ 
Electrochemical biosensors 

 
水谷文雄・安川智之・松原則男  

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  
 
  

電極表面上に固定化した抗体、酵素等の生体分子の特異的な基質選択能を利用し、高感度で簡便に生体分子を

計測するシステムを構築している。特に、近年では、高感度免疫センサーの構築を行っている。免疫反応で捕捉

された酵素の反応生成物を電極表面上に変換、蓄積、濃縮することにより、pMレベルの腫瘍マーカー検出を可

能とした。誘電泳動による微粒子のマニピュレーション技術と組み合わせ，高感度、迅速、高感度な免疫センサ

ーの開発に取り組んでいる。さらに、2酵素間における基質の酸化還元サイクルを利用した高感度化、イムノク

ロマトグラフィーとの融合に関する研究を行っている。  
 
  
  

Ⅱ マイクロ・ナノ電気化学を用いた細胞機能評価 
Investigation for cellular activities by using micro- and nano-electrochemistry 

 
 

水谷文雄・安川智之・松原則男 
Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  

  
 

単一細胞のサイズと同程度以下のサイズのニードル型マイクロ・ナノ電極を作製し、単一細胞に近接させるこ

とにより細胞の機能および活性をリアルタイムで計測するシステムを構築している。骨格筋細胞の近傍に電極を

設置し、細胞の呼吸活動に伴う酸素消費量を単一細胞レベルで計測した。1本の電極に独立して作動するデュア

ルマイクロ電極への選択的な酵素固定化を行い、小型で単一細胞を対象としたグルコースおよび乳酸の同時計測

が可能なバイオセンサーの開発を行っている。  
  
 
  

Ⅲ 誘電泳動による細胞および微粒子操作 
Manipulation with microparticles and living cells based on dielectrophoresis 

 
水谷文雄・安川智之・松原則男  

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  
 
  

誘電泳動による微粒子や細胞を大量一括で迅速に配列可能なシステムを、細胞の表面抗原計測に応用している。

マイクロバンド電極デバイスに白血球を導入し、交流電圧を印加することにより細胞の配列体を得ることができ

る。さらに、この細胞配列パターンを自由に位置制御し、基板間免疫反応を組み込んで迅速に表面抗原を検出で

きた。   
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 2  科学研究費補助金（平成22～23年度） 挑戦的萌芽研究  
研究課題   PCR不要な超高感度DNAセンサーの創出 
研究代表者  水谷文雄 

 3  科学技術振興機構 (JST)  研究成果最適展開支援事業 (A-Step)（平成22年度） 
研究課題   高感度，定量性，簡便性をキーワードとする免疫センサの開発 
研究代表者  水谷文雄 

 4  科学研究費補助金（平成21～22年度） 挑戦的萌芽研究  
研究課題   酸素濃度制御型マイクロセンサによる単一細胞のグルコース消費量解析 
研究代表者  安川智之 

5  独立行政法人科学技術振興機構  戦略的創造研究推進事業（平成20～25年度）  
研究課題   電気化学的な異種材料ナノ集積化技術の開拓とバイオデバイス応用  
研究代表者  西澤松彦  
研究分担者  安川智之 

6  科学技術振興機構 (JST)  研究成果最適展開支援事業 (A-Step)（平成22年度） 
研究課題   イムノクロマトグラフィーへの電気化学定量法の融合 
研究代表者  安川智之 

7  ひょうご科学技術協会（平成22年度） 奨励研究助成 
研究課題   化学増幅システムを搭載した電気化学顕微鏡による細胞表面タンパク質の定量 
研究代表者  安川智之 
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